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○
精
帥
史
の
時
代
概
念
の
問
題

　
　
　
（
切
．
〈
．
毛
圃
Φ
ω
o
”
N
霞
囚
言
出
（
⊆
霧
σ
q
o
蜂
Φ
招
Φ
ω
o
毎
9
同
一
魯
曾

　
　
　
　
　
　
国
℃
0
9
①
9
①
。
9
島
①
。
・
．
U
o
鼻
く
二
。
。
曾
」
一
Φ
G
。
G
。
）
　
　
　
・

　
一
）
時
期
概
念
は
日
①
濠
　
と
Q
O
器
8
チ
0
芦
o
Q
）
β
夢
Φ
。
。
O
と

》
づ
巴
嶺
ρ
諺
漢
“
包
薮
9
μ
、
と
ω
銑
。
。
3
昌
N
い
鰻
巳
5
饗
と
≦
Φ
｝
げ
①
許

ω
鐸
集
葺
窪
と
O
Q
①
汐
－
》
⇔
広
∩
プ
の
爾
面
を
失
し
て
は
な
ら
な
い
。

歴
史
的
範
疇
と
は
、
α
δ
冨
㎡
農
。
暑
δ
＜
①
器
．
夢
⑦
聾
6
プ
琶
σ
q
Ω
詔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

く
芭
。
β
と
象
Φ
聾
。
。
9
鶏
腎
プ
Φ
≦
o
一
難
航
覧
（
Φ
雰
貯
昌
。
善
鉱
σ
畑
Φ
壇

，
囚
暮
£
9
Φ
の
三
極
の
旧
聞
に
位
置
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
ー
ー

薯
者
は
斯
く
の
如
き
見
解
を
主
張
す
る
。
勿
論
之
は
，
経
験
史
學

者
に
と
っ
て
は
、
自
明
国
巡
の
論
旨
と
も
言
へ
よ
う
。
併
乍
、
本

論
設
の
興
味
は
論
理
よ
り
も
寧
ろ
動
機
に
懸
っ
て
居
る
と
思
ふ
。

何
放
に
斯
く
の
如
き
圭
張
が
書
か
れ
た
の
か
。
そ
れ
は
。

　
ゆ
）
お
。
。
。
年
穿
α
o
席
φ
謎
2
氏
が
、
史
料
研
究
に
反
等
し
て
、

文
藝
學
の
心
理
學
的
・
美
學
的
∴
急
霰
哲
學
的
・
倫
理
的
把
握
を
強

調
し
て
、
近
代
文
藝
學
の
方
向
を
提
案
し
て
以
來
，
最
近
数
十
年

間
の
猫
逸
精
脚
昏
昏
獣
界
は
、
之
に
呼
癒
し
て
、
史
實
研
究
及
方
法

論
の
分
野
に
渉
っ
て
、
豊
富
な
研
究
を
購
っ
た
。
例
へ
ば
、
○
ω
す
周

　
　
　
　
　
　
第
「
こ
十
巷
　
　
第
「
閃
【
號
　
　
　
入
六
八

♂
く
巴
N
匹
・
カ
β
α
o
嵩
φ
謎
興
・
図
9
げ
・
国
脱
琶
巴
昌
三
層
・
累
p
島
2
・

閃
．
H
の
。
訂
①
属
臼
・
囚
ξ
。
同
臼
。
ぼ
・
累
磐
筥
p
旨
等
々
で
あ
る
。

著
者
芝
画
Φ
Q
。
Φ
は
、
「
時
期
概
念
の
問
題
」
を
通
じ
て
之
等
近
代
精

紳
史
家
の
傾
向
を
検
討
し
よ
う
と
云
ふ
。
帥
、
芝
謀
Φ
を
し
て
筆

を
執
ら
し
め
た
動
機
こ
そ
問
題
で
あ
る
。
之
等
史
家
の
傾
向
の
當

否
、
そ
れ
を
嗜
示
さ
る
・
黙
で
本
論
文
は
何
等
か
の
役
に
立
た
う
，

興
味
の
大
部
は
此
腿
に
懸
っ
て
居
よ
う
。
そ
れ
放
に
縮
介
に
當
っ

て
、
E
近
代
精
神
史
の
諸
文
献
を
引
用
せ
る
脚
註
を
除
い
て
論
鮎
の

骨
絡
の
み
を
露
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
撹
．
憾
で
あ
る
。
以
下

紹
介
で
あ
る
。

　
q
◎
）
》
冨
貯
。
。
Φ
と
も
。
）
、
導
》
留
O
は
粗
亙
に
作
用
し
合
は
ね
ば
な
ら

な
い
、
後
者
は
、
既
成
の
部
分
の
算
術
的
総
和
で
も
、
個
別
を
排

斥
す
る
全
膿
で
も
、
史
實
を
犠
牲
に
す
る
納
象
で
も
な
い
。
粂
麗

と
は
部
分
を
、
普
遍
と
は
特
殊
を
、
Φ
ヨ
。
乙
　
μ
曾
せ
る
も
の
で
あ

る
。
精
査
史
の
時
期
概
念
も
此
慮
に
あ
る
（
＜
σ
窺
ピ
国
．
O
器
婁
）
。

そ
れ
故
に
、
之
は
定
義
さ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。

　
嶋
）
時
期
男
瓦
は
當
然
許
。
。
u
・
。
蕊
。
冨
団
自
答
ゲ
た
る
べ
き
で
あ
る
。

然
る
に
盆
々
に
し
て
，
謂
ふ
所
の
時
期
概
念
は
、
形
而
上
墨
的
意
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味
付
か
、
箪
に
。
汐
犀
o
p
ω
＃
三
a
く
①
ω
ω
⊆
同
o
B
鋤
に
過
ぎ
ぬ
場
合
が

多
い
で
は
な
い
か
。
斯
か
る
囲
式
化
が
果
し
て
面
的
に
嚴
密
な

國
三
9
Φ
ロ
①
燕
口
δ
⇔
た
り
得
る
も
の
か
。
近
代
精
神
史
が
歴
史
形

願
而
上
學
の
附
帯
現
象
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　
0
）
そ
れ
故
に
先
づ
、
時
期
範
疇
と
形
而
上
墨
・
的
弓
式
的
範
疇

と
の
混
同
を
避
く
べ
き
で
あ
る
。
か
の
園
。
ヨ
p
葺
涛
時
代
に
關
す

る
無
際
限
の
論
箏
＊
は
、
こ
の
混
同
の
誤
謬
に
超
因
し
て
居
る
。

（善

ﾘ
話
嵩
o
Q
o
プ
三
～
○
瓢
（
鈴
名
巴
N
o
r
国
9
9
益
d
一
霞
ロ
昌
♪
出
色
①
⇒
①

○
○
巳
回
母
ρ
G
Q
芭
。
。
語
○
巳
ノ
・
．
U
Φ
白
営
。
三
）
。
夏
に
時
期
概
念
を
三
三

化
し
、
》
σ
。
。
日
毎
蓬
O
⇔
を
ω
Φ
ぎ
に
、
囚
○
蕩
寄
目
a
8
を
閃
Φ
艶
腔
痒
窪

に
、
芝
q
訂
O
護
Φ
を
H
巳
邑
鐙
冒
に
誤
解
し
た
り
、
曲
解
し
た
り

す
べ
き
で
な
い
。
例
へ
ば
、
閃
9
b
p
u
葬
・
幹
母
白
玉
鳥
U
蜀
コ
σ
q
・

H
縦
距
。
ω
。
。
同
。
巳
。
。
蒙
鋳
等
は
、
「
史
上
を
疫
病
的
に
濾
尊
し
た
」
現

象
で
は
な
く
、
歴
史
の
諺
⇒
直
9
で
は
無
く
、
箪
に
精
神
現
象
把

握
の
手
段
と
し
て
の
文
學
史
的
範
疇
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
然
る
に

人
は
往
々
諺
σ
ω
｛
毎
竃
8
を
實
膿
化
し
、
進
ん
で
史
上
到
る
慮
に

び
鴛
。
。
庶
路
と
か
，
磯
。
冥
目
と
か
い
ふ
人
間
の
類
型
を
獲
濡
し
よ

う
と
努
力
し
た
。
師
、
嚢
見
証
は
本
來
無
い
腱
に
で
も
何
か
を
登

　
　
　
　
紹
　
　
　
　
介

聾
し
た
。
斯
く
の
如
き
は
、
史
的
事
象
の
相
關
關
係
・
登
展
形
態
・

過
渡
的
歌
里
を
無
覗
し
、
経
験
史
家
の
成
果
を
害
ふ
も
の
で
あ
る

が
、
国
聾
N
ω
鼠
∩
F
》
三
】
霞
国
ウ
σ
ω
9
ま
ご
O
異
母
斜
　
目
0
8
0
一
熊

N
δ
。
。
一
。
♪
匿
舞
U
①
暮
。
。
。
喜
色
匿
の
諸
著
が
諸
種
の
鋏
陥
を
含
ん
で

み
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
①
）
蹴
上
を
以
っ
て
史
的
時
代
概
念
の
写
象
を
規
定
す
る
事
が

農
工
る
。
（
一
）
導
。
。
冨
巳
§
お
鼠
。
は
日
§
喜
透
ω
筈
Φ
6
巨
？

δ
α
q
野
プ
Φ
囚
讐
①
σ
Q
9
Φ
で
は
な
く
b
α
q
①
ω
。
三
。
プ
ニ
憲
δ
囚
讐
罐
○
門
δ

で
あ
る
。
（
ε
時
期
概
念
は
げ
Φ
σ
Q
ユ
高
畠
Φ
。
。
G
。
9
①
日
躰
①
で
あ
る

か
ら
、
鳥
取
〉
寓
．
。
ゴ
畠
2
帖
・
ぴ
8
葺
・
○
Φ
蓉
M
α
9
・
ω
。
，
Φ
汐
几
9

図
O
o
。
｝
6
で
は
な
く
，
ω
暑
ω
欝
嵩
把
握
の
書
け
邑
に
過
ぎ
な
い
。

（
5
從
っ
て
、
そ
れ
は
H
昌
聾
と
し
て
，
諸
實
在
を
無
限
に
選

揮
・
食
合
・
包
括
し
得
る
可
能
性
を
要
す
る
、
最
終
的
な
形
式
化
に

陥
っ
て
は
な
ら
な
い
。
多
様
の
統
一
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
（
3

そ
れ
故
に
、
絶
え
ず
、
よ
り
適
切
な
定
義
に
よ
る
補
充
修
正
の
必

要
が
あ
る
が
、
そ
の
方
法
は
、
勿
論
掛
算
貯
を
混
入
す
る
も
の

で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
（
＜
σ
q
r
日
3
0
房
。
汗
　
口
鼓
。
誘
ヨ
窮
）
。

（
く
）
ω
①
圃
㌣
諺
㌣
ω
…
∩
プ
と
不
可
分
で
あ
る
が
故
に
、
時
期
概
念
は
年

　
　
　
　
　
　
第
｝
…
十
巷
　
　
第
四
騨
W
　
　
入
山
ハ
九
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紹
　
　
　
記

念
的
制
約
を
も
つ
た
、
相
鋤
的
に
統
扁
さ
れ
九
N
Φ
葺
磐
匿
で
あ

る
。
從
っ
て
、
斯
か
る
露
寒
㈹
O
H
δ
の
他
の
時
期
へ
の
適
用
、
例

へ
ば
時
代
概
念
と
し
て
の
菊
。
芸
裏
鼻
を
中
世
の
菊
○
三
遷
鼻
に

ま
で
適
用
す
る
が
如
き
事
は
許
さ
れ
な
い
。
（
δ
　
歴
史
的
範
疇

は
鵠
①
鉱
肖
導
房
で
は
な
い
。
理
想
型
は
純
忠
な
る
日
巻
器
と

し
て
の
衝
動
か
ら
、
ご
。
§
p
野
画
ω
汗
巴
ω
o
財
。
島
●
謹
①
｝
貯
暴
。
ぎ
包
8
7

¢
℃
o
δ
σ
Q
凶
巳
。
0
7
な
o
Q
窮
β
痒
嘆
Φ
⇔
に
傾
き
易
い
。
時
期
と
は
、
之
に

反
し
て
、
［
，
歴
史
自
膣
の
爲
の
史
的
隈
劃
概
念
で
あ
る
。
L

　
刈
）
要
之
、
時
期
概
念
把
握
「
の
難
鮎
は
そ
の
N
≦
①
管
無
に
在
る
、

形
式
的
概
念
的
要
素
と
経
験
的
内
容
的
要
素
と
の
均
衡
の
難
き
に

在
る
。
史
的
範
疇
成
立
の
由
來
は
、
理
性
の
中
に
の
み
存
在
す
る
の

で
は
な
い
、
他
面
歴
史
自
罷
の
中
に
在
る
。
そ
れ
故
に
時
代
概
念
の

歴
史
的
由
來
が
考
へ
併
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、
此
庵
に
く
9
鼠
ω
ω
－

窪
ω
o
げ
鋒
臼
∩
プ
　
な
由
來
が
あ
る
。
既
に
史
上
の
一
時
代
は
，
そ
れ

．
自
ら
の
鼻
衝
・
啓
明
・
自
己
主
張
の
爲
に
そ
の
時
期
の
概
念
化
を
試

み
た
。
時
期
概
念
の
成
立
は
そ
れ
故
に
「
歴
史
そ
れ
自
罷
の
一
行

儒
」
、
「
図
葉
史
上
の
一
現
象
」
で
あ
る
（
O
Q
’
一
と
）
。
從
っ
て
學
的
成

立
は
成
立
過
程
上
の
一
過
程
（
最
終
過
程
）
に
過
ぎ
す
、
幾
多
の
過

　
　
　
　
　
　
第
二
十
巷
　
第
四
號
　
　
入
七
〇

程
に
先
行
さ
れ
て
居
る
。
時
期
概
念
も
精
瀞
の
史
的
韓
憂
を
追
っ

て
移
る
、
図
。
日
磐
爵
概
念
の
學
的
定
立
（
最
終
段
階
）
の
前
に
は
、

園
○
旨
営
葬
鶏
自
身
の
ω
①
暴
け
翼
。
臼
δ
仲
舞
δ
口
（
最
初
の
段
階
）
が

あ
る
筈
で
あ
る
。
蘭
者
が
後
者
を
無
覗
し
、
生
成
の
過
程
の
展
望

と
批
刺
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
（
＜
騨
G
。
誕
σ
Φ
訴
訟
巨
ω
ω
）
。

　
G
。
）
更
に
、
當
然
の
事
と
し
て
，
時
代
概
念
の
學
的
定
義
が
凝

固
せ
る
形
式
を
生
ん
で
は
な
ら
な
い
。
時
期
範
疇
の
墨
的
定
立
に

せ
よ
、
そ
の
由
來
過
程
の
ω
紳
吋
鼻
ヨ
毒
巨
岩
①
に
せ
よ
、
そ
れ
自

髄
歴
史
上
の
一
ア
ク
ト
、
撞
程
上
の
一
段
階
に
過
ぎ
す
、
唯
現
在

に
苦
し
て
の
み
最
終
段
階
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
り
そ
れ
故
に
最
終

便
値
で
は
な
い
。
覗
庇
は
三
つ
の
時
の
中
間
で
あ
る
，
そ
れ
故
に

現
在
が
停
止
す
る
筈
は
な
い
。
時
代
概
念
が
抽
象
化
し
、
形
式
化

し
、
内
容
を
放
棄
し
て
は
な
ら
な
い
、
相
鋤
的
な
統
一
と
し
て
，

常
に
憩
ひ
を
知
ら
ぬ
動
態
（
U
い
壼
邑
犀
）
で
あ
ら
う
。

　
㊤
）
斯
く
し
て
、
妻
冨
Φ
に
依
れ
ば
、
国
層
o
o
げ
曾
ぴ
紹
H
自
と
は
、

現
實
に
窮
し
た
動
相
、
多
襟
な
翠
一
、
相
封
化
さ
れ
た
形
式
と
し

て
，
相
互
に
は
》
け
葺
げ
①
ω
⑦
を
な
さ
な
い
も
の
と
な
り
、
中
世
と

ル
・
矛
サ
ン
ス
・
囚
貯
ω
◎
◎
繭
犀
と
即
O
ヨ
①
⇔
飢
犀
は
畑
…
斥
け
V
な
し
い
、
甜
相
山
父
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適
す
る
，
囚
器
。
。
9
嘗
Φ
を
知
ら
ぬ
、
穿
著
鐸
ぎ
ぴ
・
ω
o
§
③
ω
。
。
に

基
く
躍
位
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
に
な
ら
う
。
ぞ
冨
①
は
斯
く
圖
式

化
を
攻
撃
す
る
。
然
し
勿
論
精
紳
史
は
政
治
史
で
は
な
い
か
ら
，

精
紳
史
に
於
け
る
時
間
と
年
代
と
事
實
と
は
相
年
的
な
制
約
力
を

持
つ
に
過
ぎ
な
い
、
精
神
史
は
そ
の
性
髪
上
、
形
而
上
墨
的
意
味

付
と
圖
式
化
を
相
封
的
に
必
要
と
す
る
。
そ
れ
故
に
芝
寄
ω
Φ
の

攻
撃
も
、
現
代
精
紳
史
の
傾
向
の
行
き
養
す
塵
を
豫
齢
し
た
上
で

の
議
論
で
あ
ら
う
。
云
は
黛
、
時
局
的
な
議
論
だ
と
い
ふ
事
に
な

り
は
す
ま
い
か
。
そ
の
故
に
論
旨
よ
り
も
寧
ろ
動
機
を
奪
重
し
度

い
の
で
あ
る
。
（
武
藤
醇
吉
）

　
○
乏
一
浮
巴
ヨ
類
○
塗
ご
即
毎
ど
男
。
ヨ
餌
路
9
島
。

　
　
　
ぴ
q
菖
①
o
営
ω
o
げ
Φ
名
①
詳
㎞
ヨ
轟
●
｝
斜
げ
黒
土
づ
Ω
興
け
●

　
　
　
（
厚
幽
δ
δ
σ
・
β
ω
琶
冨
ヨ
①
g
冨
巳
×
＜
H
H
。
出
①
h
二
）

　
ロ
ー
マ
文
化
の
獲
展
が
工
ト
ル
ス
キ
及
び
希
華
人
の
寄
與
に
よ

る
こ
と
大
な
る
は
常
に
い
は
れ
る
こ
と
で
あ
る
Q
エ
ト
ル
ス
キ
的

イ
タ
リ
キ
的
文
化
融
會
の
成
立
に
就
い
て
は
コ
ル
ネ
マ
ン
、
ジ

グ
ワ
ル
ト
、
ロ
ー
ぜ
ン
ベ
ル
ビ
、
ラ
イ
フ
ァ
ー
等
が
綿
々
新
研
究
を

嚢
表
し
，
史
料
批
判
の
上
に
否
定
さ
れ
て
行
く
古
代
p
…
マ
傳
承

　
　
　
　
紹
　
　
　
　
介

か
ら
離
れ
て
古
代
ロ
ー
マ
史
の
再
建
に
つ
と
め
て
み
る
。
右
の
吐

會
を
承
け
つ
ぐ
希
騰
的
ロ
ー
マ
的
文
化
胤
會
が
凡
そ
何
時
頃
よ
り

過
る
か
は
興
味
あ
る
問
題
で
あ
る
。
考
古
二
上
で
は
ロ
ー
マ
を
中

心
と
し
た
イ
タ
リ
キ
が
、
エ
ト
ル
ス
キ
の
手
を
通
じ
て
既
に
前
八

世
紀
に
、
希
臓
的
な
る
も
の
に
接
す
る
と
さ
れ
る
。
併
し
そ
れ
は
エ

ト
ル
ス
キ
文
化
が
希
臓
的
な
る
も
の
を
包
漉
し
て
み
る
と
い
ふ
意

味
に
於
て
∫
あ
る
。
希
厭
的
な
る
も
の
を
分
析
除
外
し
て
當
時
の

エ
ト
ル
ス
キ
文
化
を
考
へ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
考
古
學
的

に
湖
ら
れ
る
ロ
；
マ
と
希
臓
文
化
と
の
關
係
は
随
て
ロ
ー
マ
と
エ

ト
ル
ス
キ
文
化
と
の
交
渉
と
し
て
理
解
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
ロ

ー
マ
が
直
接
に
、
希
臓
文
化
を
希
臓
文
化
と
し
て
接
す
る
の
は
何

時
か
。
前
五
世
紀
に
は
希
脇
詰
係
は
未
だ
存
在
し
な
い
と
は
ロ
ー

マ
史
の
常
識
で
あ
る
。
併
し
資
料
不
足
の
爲
に
，
適
確
に
こ
れ
を

根
壕
づ
け
た
者
を
み
な
い
。
著
者
は
第
一
因
9
諺
娼
。
葦
閥
づ
φ
創
象
①

○
貝
爪
8
げ
。
⇔
に
、
第
一
、
第
二
カ
ル
タ
ゴ
黙
約
を
分
析
銚
写
し
て
，
．

前
五
世
紀
よ
の
四
世
紀
前
売
迄
と
そ
れ
以
後
の
ロ
ー
マ
の
酎
外
的

意
圖
に
相
違
あ
る
を
主
張
し
て
み
る
。
帥
ち
前
期
に
は
ロ
ー
マ
の

關
心
は
常
に
直
接
の
周
園
に
向
け
ら
れ
，
後
期
に
封
外
的
鑛
大
の

　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
巷
　
第
四
號
　
　
入
七
一
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